

















経済的 ・軍事的衝突において,ま た微視的には細胞 レベルでの抗争においても我 々は時とし
て"攻 撃"と いう表現を用いる。のみならず,人 が無生物に対 してなす行動のいくらか(例
えば,机をこぶ しでたた く,石ころをけとばすなど)も 場合により"攻撃的。 とみ な され






























てその中に捕食行動,モ ッビング,臨 界反応等を含め,後 者を本来の狭い意味での攻撃行動































討す るのが有効であろう。 もちろん霊長類の攻撃行動は異種の外敵に対する防衛 として発現










が高 くなることを示 した。またSouthwick78)は,放飼場でアカゲザルの人工集団を形成 し,
その集団の餌の量と与え方を操作した。その結果,給 餌量を定常の25%増にしても25%減に































社会秩序の安定 した集団への新奇個体導入実験 はBernsteinらを中心として数多 くなされ
ているが,個 々の実験の詳細な紹介 は別の機会に譲 るとして,こ こでは概略だけを述べる。
一般的にいって,新奇個体の導入後数分のうちに集団の複数個体から排斥反応として激 しい
攻撃が発現す る。ただしこれは導入個体 と集団を構成する個体の性によって様相が異なる。




を順次導入 し,集団の中で導入個体 と同じ性 ・発達段階にある個体がその個体を最:もよく攻
撃す ることを見出したQそ のことからSouthwickは,自らの地位(status)がおびやかされ
た階級(class)が新奇個体に対 し最 も積極的に反発的行動を示すのであろうと述べている。







































親からの子に対する攻撃である。これは,従来あまり問題にされてこなかった側 面 で あ る
が,そ れはひとつには,親和的関係として母子関係をとらえるという前提か ら出発するため
であろう。 それは,こ の問題が"罰(punishment)、という現象 として扱われていることに





ア カゲ ザルでは,攻 撃行動 を含 めた母親 によ る子へ の反発 的行動 は,必 ず しも有 意 とはい
えないが母親 が初 産の場合 に比 べて経 産の場合 に多 くみ られ る傾 向があ る74)。また,子 がオ
スの場合発達祁 期に母 親か ら子に対 す る攻撃行動 はメスに比べて多 く,メ スの子にはよ り保
護的 にかかわ る53・56)。この ことか らMitche11とBrandt56)はオスの子 の母親 を"罰 を与え るも
の(punisher)。,メスの子の母親を"保 護す るもの(protector)、と特徴 づけた。 このよ
うな母親か ら子に対す る攻撃行動 は,子 の発 達に ともな ってあ る時期まで増加 してゆ き(図


























































図1母 親 か らの 子 に対 す る"罰 。 の量 的変 化 。
(Hansen,1966)
15
子に対する攻撃性 と事態との関連性 は,今後明 らかにされねばな らない問題であろう。














3頭目の個体に対 して大げさな攻撃を しかけることを見出した(未発表)が,こ の劣位個体
の攻撃 もこれに含まれるものとみなしてよいであろう。
以上霊長類の攻撃行動の適応的機能を考える上において参考になると思われる攻撃行動発
現事態を列挙 したが,こ れ らの事実か らいかなる機能が抽出されるであろうか。まず,彼 ら
の攻撃行動は多 くの例が示すように相手個体を攻撃個体か ら離れさせるという機能螺6)をも























生後30～40日で他の個体 の後か ら跳びかか る行動が み られ,も つ れ合 いか ら"レス リング。と
呼 ばれ る行動へ と移行す る。生後1年 を経過す ると レス リングは疑似 闘争(mockfight)と
な り,2年 目には レス リングが彼 らの最 も目だ つ行動 とな る。 そ して生 後2年 間の うち に基
本的攻撃行動 の完成が み られ る。 オスは約3.5歳で 周辺化 し,役 らの攻撃 も血縁系内,血 縁
系間の争いか ら集団 のそれ以外 の個体 に対す る攻撃,集 団間攻撃 にまで広 が る。そ して5歳
を過 ぎると攻撃行動 は完全 に成熟 した成体型 の もの とな り,遊 び仲間の関係 は解体す る。
Jay36)はハ ヌマ ンラングールの発達 段階 を"第1次 幼体期、,"第2次 幼体期。,"子 ど
も期。,"準 成体期。,"成 体期。 に分類 した。第2次 幼体期 に追 いかけや レス リング等を
含んだ同年令個体 との積極的 な遊 びが は じま り,子 ど も期 にはそれが最大 かつ最重要な行動
とな ると同時 に遊びを通 じて初期 の優劣 関係が 出現 する。 この時 期にメス は優 劣の相互作用
(dominanceinteraction)力滑 スよ り少 な く,他 の子ど も期 メスや幼 体 と一緒 にい ることが
多 く,遊 び もオスのよ うに活発で ないなどの性差 がみ られ る。 そ して,子 ども期か ら完全 な
身体成熟のみ られ る成体期へ の過渡期 であ る準成体 期では遊 びが消失 し,オ ス はこの時期 に
周辺化す る。
Hal1とDeVore26)も同様に ヒ ヒの発達段階を次 の9段 階,す なわち"新 生体 期。,黙 第1
次幼体期","移 行期","第2次 幼体期","離 乳期","子 ども期前期","子 ども期
後期","準 成体期","成 体期職 に分類 した。そ して換毛 し固形物を食べ始 める移行期 に
攻撃 的要素 を含 む社会 的遊 びが出現 し,子 ど も期後期に はその遊びが より荒 っぽ くなって優
劣 の相互作 用 も激 しくな る一 方,メ ス はこの時期に成体 メスのグル ー ミング仲間 に加わ るこ
とを見 出 した。遊 びは骨格 や筋肉が完全 に発達 し犬歯が完全 に萌 出す る成体期 に は 消 滅 す
る。
Harlow夫妻31)は母親 の代理模型で個別飼育 中のア カゲザルの幼体4個 体を実験室 におい
て毎 日20分ずつ 出会 わせ,そ の結果 か ら幼 体間の遊びの発達が次の5段 階 に分 け られ ると主
張 した。
i.presocia1(相手を指触す るが遊ば ない)
2.rollgh・and一士umbleplay(はね 回った りレス リング した り取 っ くみ合 いを した りして
遊ぶ)
3.apProach・withdrawalPlay(身体接触を必ず しも 伴 わないで追いかけあいをす る)
4.integratedplay(2.と3.の両方を含み,時 と して非常 に激 しくな る)
5.aggressiveplay(生後1年 目の末か らは じま り,咬 みつ き,ひ っぱ りを特徴 とす る
が傷害 はほ とんどあ るい は全 く与えない,こ れ は徐 々に真性 の攻撃 に移行 してゆ く)
この知見 の中に も,攻 撃行動 が遊 びを通 じて発現 しかつその内容を変化 させ てゆ く過程が
明 らかに示 されてい るといえ る。 またHarlowは同 じく母親 の代理模型で飼育 されてい るア
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カ ゲ ザ ル の 幼 体 同 士 の 出 会 わ せ 実 験 か ら,rough・and-tumbleplayや威 嚇(図2)と い っ













































》 　 『 ¶一■一口 噸,





















させるという重要な機能を もつ ことは以前に指摘 した通 りであり,その点を考慮すれば,攻








































































ところが,同 じ1年 間完全 隔離飼 育を受 けた個体 で も,年 令 が1歳 増 す と身体 的攻撃が増
加す る52)。このよ うに生育条件差 のみな らず成熟 の要 因 も隔離飼 育個体 の攻撃性 に関係 して
いる。
次 に,隔 離飼 育個体 の攻撃性 が指摘 され るもうひとつの事態 として,隔 離飼育個体が母親
にな った ときの子に対 す るかかわ りを挙 げ ることがで きる。Harlowら33)のアカゲザルの研
究によれば,発 達初 期に 自らの母親によ って育て られ ることのなか った メス は,自 分が子を
もった時に子に対 して不適切な母親行動を示 す ことが多 い。 いわゆ る"罰 。行動 は正常な母
親に比べて高頻度 に発 現 してお り(図4),特 に"虐 待的(abusive)"と形容 され る攻撃的 な
母親がい ることはHarlowらの示す ところで ある。そ して,そ の ような母親行動 と して の不
適切性に も生育条件によ る差のみ られ ることが示唆 されて い る。 ま た,Ruppenthalら67)
は,子 が オスの場合に より虐待的にな る傾向の あることや高令初産の場合 には虐待型 が少 な
く子を放置す る無関心型が多 いことなどを指摘 して いる。 その よ うな不適切牲 は第1子 に対





















































図4隔 離 飼 育 を受 け た母 親(unmotheredmothers)と
受 けな か った 母親(motheredmothers)の子 に対


















おいてなされている3・57・68・70・75)。Seayら75)はそのような子を生後6カ 月間 に わ た っ て 調
べ,彼 らの攻撃性は高いとはいえないというデータを得た。 ところが,ArlingとHarlow3)
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がグループの性構成を整えて生後8カ 月間にわたり追試 したところによると,隔 離 飼 育 母
ザルの子は攻撃性が高いというそれとは矛盾 した結果を得た。Sackettは隔離飼育母ザルの
子の刺激個体に対する攻撃性を3歳(図568))および4歳70)の時点で調べ,い ず れ の 場 合
においても彼らの攻撃性が

























てられるもの,2週 毎に2時 問の分離後毎回同 じ母親に戻されるものが含まれる。Mφ11er
らはこれ らの個体を刺激個体と出会わせて,4頭 のローテーションで育てられた個体が顕著
に威嚇を多 く出 し,逆に反復母子分離個体には威嚇が乏 しくfeargrimaceが多いことを明














































ら14)はアカゲザルの同年令の幼体だけを2頭 ずつか らなるペアもしくは4頭か らなるグルー
プにして1年間育て,そ の間の社会行動の初期発達過程および成体時の社会性をみた。その
結果,子 ザルのみで育てられた場合は初期発達の過程で他個体への威嚇が少な く,特に2頭
のペアで育て られた個体は相手に対する強いしがみつき傾向がみ られた。また,そ れ らの個
体が成体になってから刺激個体 との出会わせ実験を行なったところ,ペアで育て られた個体






















受けたものに限 らず,隔 離飼育された母ザルに育て られることによって,あ るいはより一般
的に"罰 。傾向の強い母親に育て られることによってもた らされる子の攻撃性の高さも,こ








の親和関係の習得,あ るいはさらに根源的なものとして動 くもの,自 分にかかわって くるも
のに対する慣れなどを形成する。 ところが,隔 離飼育事態など初期社会的経験の操作事態で













































































怖を惹 き起 こしそれによって攻撃行動が発現するという可能性を示唆 した。また,Bronson
12)は嫌悪反応の発達を,①distressreactioaが優勢で恐怖 まだ視覚的新奇性にもとつかな
い段階,② 視覚的パターンを記銘(encode)する能力が発達 して視覚的新奇性が恐怖を惹き
起こす段階,③ 子ども期を通 じ新奇事態の恐怖が徐 々に直接母親の助けな く克服されるよう
になる段階,の3段 階に区分 した。そして新奇刺激への反応 として第2段 階後半に退避そし
てさらに攻撃が発達すると考えた。
HindeやBronsonの主張は新奇刺激に対する攻撃行動の存在を指摘 したものであるが,し
か しながら彼 らに素朴に従えばその攻撃行動は恐怖反応ということになる。果た してそうい
い切ってよいであろうか。その点に関 して,MasonとSponholz50)の知見はある示唆を与えて
くれる。彼 らはアカゲザルの部分的隔離飼育群 と完全隔離飼育群をそれぞれ同一群内の個体






行動は発現せず,攻 撃行動の発現 と恐怖反応の発現 はほぼ相容れない関係にあった。以上の
ような点を考慮すれば,新奇個体に対する攻撃行動 はもし恐怖に支えられているとしてもそ
れは比較的軽微であり,その心理的状態はむしろirritabilityと呼べるようなものと考え ら







から6歳までの部分的隔離飼育アカゲザルを横断的に研究 し,彼 らの攻撃行動は生後1年 目
にはほとんどみ られず,そ の後6年 目まで増加 し続けることを明 らかにした。 このように攻









ン トとして成立する。他方,同 年令個体に対するきずなの形成は社会的遊びによって もた ら
される。以前に社会的遊びが成体となって身体が完全 に成熟するかなり以前に顕著にみ られ
ることを指摘 しておいたが,そ れはまさにこのような点において適応的なのである。その点








また社会的遊びは,そ れを通 じて徐々に個体閲の優劣関係が確立してい くという意味でも
攻撃行動の抑制に一役かっている。すなわち,個体は攻撃性が成熟 してゆく過程で遊びを通
じて優劣関係の認知能力を身につけ,表情やマウンティング,プ レゼ ンティング な ど の 優
位,劣 位行動に習熟してゆき,そ れらによって直接的な身体的攻撃を回避 し個体関係を調整
するようになる。複数個体のまとまりにおける優劣関係というものは,そ のように集団内の
攻撃を減 じて統合を高める機能をもつものである。隔離飼育個体は表情による情報の授受に
欠陥があり51),人工的に集団を形成 して も優劣関係がなかなか安定 しない48)。これらは今述
べた社会的遊びの機能における欠損の反映であるということができ,隔離飼育個体の攻撃性
の高さの一因となるものであろう。もちろん,生 後す ぐにアカゲザルを盲にして視覚的経験
を奪 っても種に基本的な表情は出すことができるし8),隔離飼育を して も威嚇という表情へ








達が もた らされるところの遊びが乏 しかったと報告されている。同年令個体の存在は正常な
社会的発達にとってそれ自体のみで十分とはいえないことを物語 るものであろう。
今まで概括 したように,初期社会的経験はさまざまなかたちで霊長類の攻撃行動の個体発
達に深 くかかわっているのであるが,次 にそれらをふまえて,補足すべ き点を補足し,霊長
類の攻撃行動の個体発達を規定 している一般的要因について整理を試みる。
3)攻撃行動における発達的要因のまとめ






































図7胎 児 期 に テ ス トス テ ロ ンが 母 親 に投 与 され た メス(♀ つ と正 常 な メ ス(♀)





















遊びを通 じての同種個体 との親和的な結びつきの形成,攻 撃行動の抽制,さ まざまな社会行
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AGGRESSIVEBEHAVIORANDITSONTOGENYINPRIMATES
KoichiNEGAYAMA
Aggressionlsnotaunitaryconcept.Hence,itwasusedherelimitedlyasaninter-
individu副affaironiエ1traspecificleve1.Primat6aggressivebehaviorcanbeseeninma-
ny.sit1ユations.Therefore,IdiscussedthefactorswhichregulatetheoccurrenceQfpri-
mateaggressivebehaviorfirst,andsecondly,Itriedtoabstracttheadaptivefunctions
ofprimateaggressivebehavior.Thesefactorsweredividedintotwo,thatis,6`oZρgコ'α4
and50`如Z;theformercontainsfood,space,territory,andcaptivity,andthelatちercon-
tainsunstablenessofsocialorder,motherhood,discretenessofindividuals,andtheexis-
tenceofathird.(dominant)animal,Onthebasisoftheabovediscussiononthesesitu.
ationalfactors,Icame.totheconclusionthattherearetwomainfunctionsinprilnate
aggressivebehavior.0且eistheerasioロofunpleasantsituationbydrivingtheoppone-
ntawayorsimplybyinhibitingtheopponent'sbehavior.Theother,whichisrather
specific,isthetransmissionoffriendshiptothethirdanimal.
Ageneralsurveyofthesocialdevelopmentinsomeprimatespeciesintheirnatural
habitatsandinlaboratoryunderdeprivation-rearingcondtionrevealedthefollowing
twoimportantfactorsinrespecttothe.ontogenyofprimateaggressivebehavior.One
is6ゴoZog`αガfactorsinvolvingspecies,sex,andmaturation,whichareconsideredtore-
1atetothepotentialofaggression.Theotheris50`∫αZorρ 碇y6んoZρg∫α4factorswhichin-
volvemotherandpeers.Motherservesbothinhibitingandinstigatingagentsinthe
ontogeyoftheoffspring'saggression.1tplaystherollsoftheobjectofaffectionaltie
astheinhibitingagent,andoftheinflictorof``punishment"astheinstigatingagent.
TheinteractionamongpeersisalsQimportan七,becauseitofferstheopportunityofsociaI
play.Primateaggressivebehaviorfirstemergesinan伽 珈 α`θcontextofsocialplay,and,
generallyspeakiロg,socialplaydisappearsbeforethefullmaturationofaggression,
Animalsobtainsocialabilitiesofcounteractingrudeaggressivebehaviorbyestablishing
affectionalbondwithpeersandsocialdominanceorder,byacquiringnon-aggressive
interactingbehaviorssuchaspresentingandmounting,andbycontrollingseverebit-
ing.Thesocialorpsychologicalfactorsinvolvingmotherandpeersareconsj.deredto
beresponsibleforthethresholdofaggressivebehavior.
